日本言語テスト学会　テスティングの実施規範
全ての状況において良いテスティングを実施するための基本的考慮事項

1.
テスト開発者の、テストとそれぞれの下位テストがまさに何を測定することを意図されているのか (構成概念) についての理解は、明確に記述されなくてはならない。

2.
全てのテストは、目的または用途に関わらず、結果に基づく決定がテスト受験者にとって公正であるために必要な程度に応じて、妥当で信頼性を持たなくてはならない。

3.
テスト結果は、テスト受験者と他の利害関係の保持者がその意味と正確さの度合いと一貫してそれを解釈することが可能になるような方法で報告されなくてはならない。

	妥当性とは、テスト結果から引き出される推測の正確さである。もし、例えば、テストがビジネスでのコミュニケーションにおいて英語を使う能力を測定することを意図しているならば、テストはその能力を実際に測定する程度に応じて妥当である。しかし、ビジネスでのコミュニケーションにおいて英語を使う能力は構成概念である。テスト開発者は、まさに構成概念が何か、または構成概念を構成するものが何であるかを記述しなくてはならない。テストは、テストの構成概念が、テストが測定すると考えられている技能または能力の完全で正確な記述である場合のみ、妥当になりうる。Messick (1996) を要約すると、構成概念妥当性は、次の5つの質問に対して肯定的な答えが与えられる程度によって決まる。

1. 構成概念とその具現化には、全ての必要な要素のみが含まれているか？

2. これらの要素を正確に重み付けているか？

3. これらの要素は、テスト課題と現実世界でのパフォーマンスにおいて同じように相互に関連しているか？

4. 採点法計画は、現実世界でのパフォーマンスが評価されるのと同じように、テストでのパフォーマンスを評価するか？

5. テスト受験者または一部のテスト受験者が、最適とは言えないような状態でパフォーマンスを行う原因となる要素がテストにあるか？ 




	信頼性はテスト結果の一貫性である。Messickの6番目の質問はこの点について扱っている。

6. 結果は一般化が可能か？

a. 結果は時間を越えて比較が可能か？

b. 結果は設定を越えて比較が可能か？




テスト設計者とテスト作成者の責任

1.
テスト設計者は、どのように構成概念が操作化されるべきかを決定する前に、測定されるべき構成概念を決定することから始めなくてはならない。
2.
テスト課題が決定された時点で、それらの細目は詳細に記述されるべきである。

3.
項目作成者の作成した項目は、その項目が事前にテストされる前に編集される必要がある。もし事前テストが可能でないならば、テストが実施された後で、その結果が報告される前に、その項目は分析されるべきである。正常に機能しない項目またはミスフィットの項目は、個々のテスト受験者に報告される得点の算出に、含めるべきではない。
4.
手作業で採点する必要のあるテスト課題のためには、評定のチェック・シートまたは指示が、準備されなくてはならない。これらのチェック・シートまたは指示は、テスト受験者のパフォーマンスについて信頼性のある評価が可能なことを示すために、事前に検討されなくてはならない。

5.
評定を行う者はそのために訓練されるべきであり、また、評価者間信頼性と評価者内信頼性は算出され、公表されるべきである。
6.
テストは、安全な場所に保存されるべきであり、どのテスト受験者も他のテスト受験者より不公正に有利性を得ることができないように扱われるべきである。

7.
全てのテスト受験者がテスト実施時に同じように扱われることを保証するように注意が払われなければならない。

8.
評定の手順は注意深く遵守されなくてはならない、また、得点処理の決まった手順は誤りが全くなされないようによく確認されなくてはならない。
9.
テスト結果は、テスト受験者や他の利害関係の保持者がテスト結果から正確な推測を引き出すことが可能になるような方法で報告されるべきである。

利害関係の大きい試験を準備し、実施する機関の義務

入学試験、資格認定試験、または他の利害関係の大きい試験を開発し、実施する機関 (学校、会社、資格認定証明書発行団体など) は、現在の言語テスティング理論と実践に精通しており、テストされる言語の母語話者と同じか、またはそれに近い能力を持つテスト設計者と項目作成者を活用しなくてはならない。テストされる言語の非母語話者が作成した項目は、有能な母語話者によってチェックされなくてはならない。

テスト受験者と関連する利害関係の保持者への責任

テストが実施される前において

テストを実施する機関は、可能性がある全てのテスト受験者に対して、テストの性質、テストが測定しようとする (いくつかの) 構成概念 (理想的には、ここに、テスト課題が測定すると主張される概念を実際に測定していることを示す証拠と理由を含むべきである)、テストが評定される方法、どのように結果が報告されるかについての適切な情報を提供すべきである。

実施時において

テストを実施する機関は、テストの実施のために、どんなテスト受験者をも不利にさせない設備を提供するべきである。テストの実施は、全てのテスト受験者に、同じ受験上の注意、同じ受験時間、補助物の使用許可に関する同じ条件が与えられることを保証するために、均一でなければならない。もしテストの実施の均一性について疑問が起きる事があったならば、問題点は明らかにされ、また、影響を受けたテスト受験者への負の影響を相殺するために行う改善措置も速やかに公表されるべきである。

採点時において

テストを実施する機関は、確実に各テスト受験者の試験の答案が正確に評定され、結果が測定・評価で用いられるデータベースに正確に入力されるために必要な手続きを取るべきである。採点の過程が意図されたように機能していることを保証するように、継続的な品質管理のチェックがなされるべきである。

他の考慮事項

もし同じテストまたはテストの同じ形式を全て受けたわけではない受験者について決定が下されなくてはならないならば、使用された異なる測定具が実際に比較可能であることを保証するように注意がなされなくてはならない。

等価性は統計的に示されなくてはならない。もしテストの形式が2つ以上使われるならば、形式間の信頼性の推定値は手に入り次第公表されるべきである。

市販の試験を準備し、実施する者の義務

テスト設計者と利害関係の大きい試験を準備する者に課せられる義務に加え、市販の試験の開発者と売り手は、以下を行わなくてはならない。

1.
テストがどんな集団に適切か、かつ適切でないかについて明確に説明する。

2.
一般の人が理解できる表現で、テストが測定することを意図された構成概念について明確に説明する。

3.
テスト使用の可能性がある者が、テストが各自の状況で適切かを判断することが可能になるのに十分な説明と共に、テストの妥当性と信頼性の推定値を公表する。
4.  
テスト・ユーザーが、結果から正確な推測を引き出すことが可能になり、間違った解釈を行いにくくなるような方法で結果を報告する。

5.
テストについて、誤った、または誤解を招く恐れのあるどんな主張をも控える。

6.
以下の点を含む、一般に公開されるテストのマニュアルを作成する。

1. 非専門家によって理解可能なように、関連する測定の概念を説明する。

2. テストの信頼性と妥当性の証拠を報告する。

3. 採点の手順を記述し、もし複数の形式が存在するならば、形式間の結果の一貫性を保証するために取るべき手続きを記述する。

4. テスト結果の適切な解釈と、正確さについてのどんな限界点をも説明する。

テスト結果の使用者の責任

テスト結果を意思決定のために用いる者は以下を行わなくてはならない。

1.
公正な決定がなされることが可能となるのに十分な信頼性と妥当性を持つテストからの結果を用いる。

2. 
 テストの構成概念が、なされる決定と関連していることをよく確かめる。

3.
意思決定の基盤とするテスト結果の限界点を明確に理解する。

4.
決定のためのデータを提供する測定具の測定の標準誤差を考慮する。

5.
意思決定のプロセスの公正さと正確さの証拠を提供し、説明する準備をする。

特別な考慮事項

集団規準準拠テストにおいて

1.
その集団が、テスト受験者が比較されうる規準として適切かを、テスト・ユーザーが判断するのを可能にするために、そのテストが規準とされた母集団の特徴は、報告されなくてはならない。

目標基準準拠テストにおいて

1.
基準の適切さは、テストされる領域の専門家によって確認されなくてはならない。

2.
相関は、目標基準準拠テストの信頼性と妥当性を決定するのに適切な方法ではないため、そのようなテストのデータに適切な方法が用いられなくてはならない。

コンピュータ適応型テストにおいて

1.
標本の大きさは、項目応答理論の推定値の安定性を保証するのに十分大きくなくてはならない。

2.
テスト受験者と他の利害関係の保持者は、コンピュータ適応型テストの原理について情報を提供されなくてはならず、そのようなテストでのテスト受験方略についてアドバイスを与えられなくてはならない。

(訳：中村洋一・小泉利恵) 

